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小型原子炉(SMR)
～世界市場の現状と将来展望～

本レポートは、 ２０２3年5月発行の注目市場分析レポートに基づき作成しております。
また、上記レポートは当社会員向けに提供をしております。
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Ⅰ. 市場の定義

SMR（Small Modular Reactor）はモジュール式の小型原子炉の総称で、国際統一の厳密な定義は

なく各国で条件が異なる。国際原子力機関（IAEA）は電気出力300 MWe（30万kWe）以下の炉を

SMRと規定しており、本レポートではこの基準に合致し世界で稼働・開発中のものを対象とする。SMRは

標準化された原子炉モジュールを工場量産し現地で組み立てるため、建設コストと工期を大きく短縮でき、

受動冷却を取り入れやすいことから安全性向上も期待される。へき地・離島など小規模需要地への設置や

複数基を段階的に増設できるスケーラビリティーを備え、脱炭素と電力安定供給を両立する次世代原子

力として世界的な注目が高まっている。

Ⅱ. 市場動向

脱炭素社会への移行で各国政府はSMRを温室効果ガス削減の切り札と位置づけ、国際エネルギー機

関(IEA)やG7が政策支援を提言している。SMRは、 これまでに世界で70種類以上が開発されおり、案

件数の約半数を米国とロシアが占めている。ただし、開発されているSMRのうち、各国規制当局への許認

可申請の段階に入っているものは10件程度となっている。日本では7件の開発があるが、福島第一原子

力発電所事故後の規制強化もあり、国内建設は未定である。

Ⅲ. 市場規模・予測

北米を中心に計画されるSMR建設費（1基700〜1,000億円）をベースにすると2025年の世界市場規

模は約1,600億円と試算している。予定通りに進めば、2030年までに稼働炉は累計１０基以上へ拡大す

ることになる。国内での建設計画はないが、2020年代を通じて海外での実証への参画を支援していく方

針を示しており、国内で実用化が進むのは早くても2030年代以降になるとみられる。
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Ⅳ. マーケットシェア

2023年3月時点で稼働中のSMRは4基にとどまり、設計者別シェアはロシアRosatom製KLT-40Sと

中国清華大学設計HTR-PMが各50％を占める。 稼働ベースでは両国の寡占だが、今後2030年まで新

設が予定されている大半が米国企業によるもので、ロシア・中国は各1基程度とされている。これにより、今

後は米国企業を中心とした構図に変化する可能性があるが、各基の実際の稼働可否やスケジュールに依

存するため、シェア再編は確定的とはいえない。

Ⅴ. 海外の開発・導入動向

リードプレイヤーは米・GE Hitachi Nuclear EnergyのBWRX-300と米・NuScale Powerの

VOYGRで、カナダや米国など複数国の電力会社から受注済み。米・Kairos Power、カナダ・

Terrestrial Energy、米・Oklo、米・Ultra Safe Nuclear Corporation (USNC)、米・X-

energyなどベンチャー企業も溶融塩炉やマイクロ炉などの差別化技術で資金調達を加速し、2020年代

後半の初号機運転を目指す。ロシア・中国は国営の原子力企業や国の研究機関が直接SMRを推進する

一方、米欧日は民間企業が主導し、政府が制度・財政面で支援する体制が主流である。

Ⅵ. 業界構造

SMRの開発では、原子炉メーカーや電力会社が主導し、ロシア・中国のように国営企業や国の研究機関

が直接推進する例もあるが、米国やカナダ、日本では民間企業による開発を政府が支援する構図となって

いる。米国ではDOE主導の支援プログラムが中心となり、カナダでは政府系研究機関や州政府が実用化

を後押し。日本ではNEXIPイニシアチブ（経済産業省・文部科学省）や日本原子力研究開発機構による技

術支援が展開されている。特に米国では原子力ベンチャーが独自技術のSMR設計を進めており、差別化

技術による事業化が活発だ。現時点で基本設計を完了している原子炉メーカーはGE Hitachi Nuclear 

Energyのみであり、日本でも東京工業大学が大学発ベンチャーによる開発を始めている（概念設計の段

階）。
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✓戦争の勃発

✓新型コロナウイルス感染症

（COVID-19）の流行

✓気候変動

社会環境の変化

変化①

環境の変化が激しく、将来の予測が非常に困難な時代に突入

✓テクノロジーの進化

✓グローバル化

✓新世代の台頭

✓破壊的企業の躍進

組織的な課題に直面

変化②

ビジネス環境の
変化

1.ビジネス情報収集における環境の変化
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2.企業が直面している3つの課題

幅広いビジネス
情報のアクセス

幅広い事象に関して、

スピーディーにアクセスできる

環境の整備

事業機会の可能性がある全ての

市場や企業動向を認識する

ケイパビリティの有無
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1

質の高い情報の獲得
（重要領域での質の担保）

信頼できる上質な

ビジネス情報を収集できる

環境の構築3

成長が期待される
新市場の動向把握

これまで以上に、迅速で的確な情報収集・分析能力が求められています
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ビジネス情報に関する皆さまの課題を当社が解決いたします！

膨大なビジネス公開情報へアクセスし、スピーディーに最適な情報を提供

カスタム調査を通じて、質の高いビジネス情報と分析アウトプットを提供

当社が定義する、メガトレンドや注目市場の動向予測レポートを提供

Ⅰ.

Ⅱ.

Ⅲ.

解決① クイックリサーチ

解決② プロジェクトリサーチ

解決③ SVPナレッジ

SVP会員サービス

3.当社サービスが提供する価値
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年間契約で3つのサービスをご提供します

✓幅広いビジネス公開情報の活用
✓プロのリサーチャーによるニーズ把握と

最大2時間の調査
✓わかりやすくまとめたレポートでご報告

最短2日営業日以内

・日々のリサーチ作業をアウトソースして、

分析や戦略立案など付加価値業務に注力したい。

・ニーズに合ったビジネス情報を、スピーディーに

わかりやすくまとめて提供して欲しい。

Ⅰ. 

クイックリサーチ

Ⅱ. 
プロジェクトリサーチ

✓広範なカスタム調査・分析
✓デスクリサーチ
✓ヒアリング調査
✓Webアンケート調査

調査内容に応じて決定

・公開情報では公表されていない、市場や業界、

企業、消費者の情報収集がしたい。

・自社の事業領域に関する、質が高く、ニーズに

即した情報を入手して、ビジネスに即活用したい。

✓SVPメールマガジン
✓SVPインサイト
✓SVP注目市場分析
✓SVPトレンド調査

月1回以上

・メガトレンドを中心とした、将来、事業に影響を

与える環境要素は何か知りたい。

・①Z世代、②サステナビリティ、③テクノロジー、

④新興国を含む海外市場、⑤破壊的企業の動向

を把握したい。

Ⅲ. 

SVPナレッジ

活用シーン

特徴

内容

納期

活用シーン

配信頻度

特徴

納期活用シーン

4.サービス一覧
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日本の売上高トップ100社中7割の企業でのご利用実績

導入企業600社以上

年間調査実施数
約15,000件

国内外企業財務情報
4,000万社以上

SVPネットワーク
世界40カ国の広がり

商用DBシステム利用
20システム

5.導入実績
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図形

中程度の精度で自動的に生成された説明

まずはお電話でもお気軽にお問い合わせください。

TEL：03-3249-0771

詳しくはこちら 詳しくはこちら

テキスト

自動的に生成された説明

ーSVP JAPANのサービスについてー

ー各種お問い合わせー

資料ダウンロード お問い合わせ
こちらをクリック こちらをクリック
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ロゴ, アイコン

自動的に生成された説明

https://x.com/svp_japan
https://note.com/svp_japan/
https://www.svpjapan.com/service/#quickSec
https://www.svpjapan.com/service/#projectSec
https://www.svpjapan.com/
https://www.svpjapan.com/contact/form_request.html
https://www.svpjapan.com/contact/
https://www.linkedin.com/company/107509351/admin/dashboard/
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